
結果の詳細
①安平町が実施する現状の取り組みの満足度と将来における重要度（つづき）
　第２次総合計画では、６つの政策分野にわけて事業を展開しています。その政策分野の中でさ
らに細かく分けている「基本施策」ごとに満足度と重要度をお聞きしました。
　矢印が上向きのものは、全体平均より比較的高めのもの、右向きが概ね平均に近いもの、下向
きが平均より比較的低めのものを表しています。

　前号でお伝えした「プロット図」の基になるデータにより、前号の内容を深掘りしていきます。

　前号では、令和７年７月から８月にかけて実施した「安平町まちづくり町民アンケート」の結果について
お伝えしました。
　医療・公共交通の分野は、依然として満足度が低いものの重要度が高い一方で、商業・雇用・観光分野
は、満足度と重要度の差が縮まっています。また学校教育・就学前教育・子育て支援は引き続き満足度と重
要度がいずれも高い一方で、道路や下水道などの生活インフラは、今後の先行き不安から重要度が高まり、
満足度との差が広がっています。
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あびらの未来を、みんなで考える。
新しい総合計画づくりが始まっています

　「総合計画」は、町の未来のかたちを決める大切な計画です。
　現在、平成29年度から始まった第２次総合計画に基づき、令和８年度までの10年間で、さまざ
まな取り組みが進められています。
　この計画は、教育や子育て、人づくりやコミュニティづくり、経済や産業、健康や福祉、生活環
境や生活基盤など、安平町に関わるあらゆる分野の「方向性」を示す「まちづくりの設計図」であ
り、将来の「ありたい姿」を出発点として定め、そこに向かうための道筋が段階的に描かれていき
ます。
　本ページでは、計画に関するお知らせや令和９年度からスタートする「第３次総合計画」の策定
へ向けた町の取り組みなどについてお知らせします。
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